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一般会計予算に対する各会派の討論 （要旨）

　

反
対
の
主
な
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。

臼
町
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
呼
び
水

と
な
る
投
資
的
経
費
が
相
変
わ
ら
ず
低
い
。

渦
公
表
さ
れ
て
い
る
予
算
編
成
過
程
で
は
、

査
定
の
内
容
や
課
題
等
、
編
成
過
程
を
公

表
す
る
目
的
が
機
能
し
て
い
な
い
。
嘘
庁

内
連
携
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
全
庁
的
な
視
点
が
な
い
こ
と
な
ど

は
問
題
で
あ
る
。
唄
行
財
政
改
革
と
し
て

行
っ
て
い
る
事
務
事
業
評
価
が
予
算
に
全

く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
欝
公
開
と
参
加

を
軽
視
す
る
姿
勢
の
ま
ま
で
は
、
予
定
さ

れ
る
市
民
意
見
公
募
等
は
形
ば
か
り
の
市

民
参
加
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
蔚
農
地

等
の
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
る
対
策
が
不

十
分
で
あ
る
。
鰻
遅
れ
て
い
る
都
市
基
盤

整
備
に
対
し
余
り
に
も
消
極
的
で
あ
る
。

姥
最
重
要
課
題
と
す
る
男
女
共
同
参
画
は
、

実
際
の
施
策
展
開
と
大
き
な
齟
齬
が
あ
る
。

厩
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
を

呼
び
込
む
と
い
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
積
極
性

の
な
い
姿
勢
が
あ
ら
わ
れ
た
予
算
で
あ
る
。

⑩
ご
み
有
料
化
を
表
明
し
具
体
的
準
備
を

し
な
い
こ
と
は
、
問
題
を
先
送
り
す
る
姿

勢
そ
の
も
の
で
あ
る
。
⑪
産
業
振
興
へ
の

取
り
組
み
が
極
め
て
消
極
的
で
あ
る
。
⑫

教
育
環
境
の
整
備
へ
の
責
任
を
果
た
す
予

算
と
な
っ
て
い
な
い
。
⑬
総
合
教
育
会
議

等
へ
の
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
見
え

て
こ
な
い
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

政 和 会
消 極 的 な ま ち づ く り の 姿 勢 を 指 摘

反対
　

本
予
算
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、
喫
緊
の
行
政
課
題
へ
の
対
応
を

図
り
つ
つ
、
安
定
的
・
継
続
的
に
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据

え
自
立
し
た
活
力
あ
る
町
の
実
現
に
向
け

た
事
業
展
開
を
図
る
予
算
と
認
識
す
る
。

臼
財
源
確
保
、
環
境
配
慮
等
の
観
点
か
ら
、

エ
ス
コ
事
業
を
活
用
し
市
管
理
の
全
街
路

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
取
り
組
み
は
早
期
の

設
置
完
了
に
期
待
す
る
。
渦
市
民
参
加
と

協
働
の
観
点
か
ら
、
公
園
ア
ダ
プ
ト
制
度

の
導
入
は
、
市
民
が
よ
り
主
体
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
す
る
た
め
の
重
要
な
一
歩

と
捉
え
て
い
る
。
嘘
教
育
に
お
い
て
は
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
や
学
習
支
援
体
制
の

充
実
等
、
喫
緊
の
行
政
課
題
に
対
応
し
て

い
る
と
考
え
る
。
唄
認
可
保
育
園
４
園
の

開
設
や
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る
取
り

組
み
を
評
価
す
る
。
な
お
、
保
育
の
質
の

確
保
や
将
来
の
保
育
需
要
の
減
少
を
見
据

え
た
適
切
な
計
画
の
策
定
を
要
望
す
る
。

欝
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設

へ
の
支
援
や
重
度
の
重
複
障
害
者
・
児
を

移
動
支
援
の
対
象
に
加
え
る
な
ど
事
業
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

蔚
文
化
ス
ポ
ー
ツ
担
当
部
長
等
の
配
置
は
、

　

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

２０２０ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け
、
地
域
の

活
力
を
高
め
る
も
の
と
期
待
す
る
。
以
上
、

賛
成
の
討
論
と
す
る
。

喫緊の行政課題への対応を図る事業展開を評価
　

賛
成
の
主
な
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。

臼
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
計

画
の
策
定
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前

進
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
渦
避
難
所
と
な

る
小
・
中
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
に
つ
い
て
、
つ
り
天
井
改
修
等
が

計
画
的
に
事
業
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評

価
す
る
。
嘘
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
拡
充
や
中
学
校
で
の
放
課
後
学
習
の
拡

充
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

唄
市
管
理
の
全
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
図

ら
れ
、
エ
ス
コ
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で

の
経
費
削
減
も
考
慮
さ
れ
た
こ
と
は
大
い

に
評
価
す
る
。
そ
の
他
評
価
と
意
見
と
し

て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
推
進
等
、
市

民
の
健
康
増
進
対
策
が
前
進
す
る
こ
と
は

評
価
す
る
。
健
康
増
進
計
画
の
策
定
を
機

に
健
幸
都
市
・
小
平
を
目
指
し
、
全
庁
横

断
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
要
望
す

る
。
小
規
模
保
育
事
業
を
前
に
進
め
、
一

日
も
早
く
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
よ
う

強
く
要
望
す
る
。
男
女
共
同
参
画
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
前
に
進
め
る
た
め
、
情
報
発

信
の
強
化
等
、
そ
の
方
策
を
明
示
す
べ
き

で
あ
る
。
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
等
の
早
期
実
現
を
要
望
す
る
。
法
人
１

社
の
移
転
で
法
人
市
民
税
が
減
額
と
な
っ

た
が
、
市
長
み
ず
か
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
指
摘
す
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

会派の要望に沿った一定の事業展開を評価
フ ォ ー ラ ム 小 平 賛成 市 議 会 公 明 党 賛成

日本共産党小平市議団
市 民 の 暮 ら し を 守 り 支 え る 努 力 を 評 価

賛成緑 の 党 こ だ い ら
将来ビジョンへの具体的施策が見えない点を指摘

反対 生活者ネットワーク
社会的に弱い立場の人への配慮の姿勢等を評価

賛成
　

主
な
賛
成
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

子
育
て
を
支
援
す
る
予
算
と
し
て
、
認
可

保
育
園
を
４
園
開
設
す
る
な
ど
の
努
力
を

評
価
す
る
。
渦
成
人
歯
科
健
診
の
対
象
拡

大
等
、
市
民
の
健
康
へ
の
努
力
が
払
わ
れ

た
こ
と
を
大
き
く
評
価
す
る
。
嘘
災
害
協

定
締
結
を
業
者
団
体
等
と
積
極
的
に
進
め

て
お
り
、
地
域
資
源
の
活
用
等
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
唄
創
業
支
援

事
業
の
拡
充
等
、
地
域
経
済
振
興
を
図
る

取
り
組
み
へ
の
努
力
を
評
価
す
る
。
欝
子

ど
も
の
学
習
支
援
の
充
実
や
学
校
施
設
ト

イ
レ
の
洋
式
化
の
促
進
等
、
教
育
費
の
負

担
軽
減
と
学
校
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
評
価
す
る
。
蔚
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ

ン
の
開
催
等
、
市
民
参
加
と
情
報
公
開
の

拡
充
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
非
核
平
和
事
業

の
推
進
が
継
続
し
て
図
ら
れ
る
こ
と
を
評

価
す
る
。
国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
に
つ
い

て
は
、
維
持
・
継
続
を
求
め
る
。
地
方
交

付
税
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
で

の
事
業
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の

暮
ら
し
と
福
祉
向
上
と
な
る
事
業
で
あ
る

か
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
都
市
計
画
道

路
の
優
先
整
備
路
線
に
つ
い
て
は
、
市
民

が
参
加
・
発
言
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
小
学
校
給
食
調
理
業
務
の

民
間
委
託
化
の
計
画
は
再
検
討
し
少
な
く

と
も
現
状
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。
以

上
、
問
題
点
を
指
摘
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

本
予
算
に
つ
い
て
、
財
政
健
全
化
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
一
定
の

評
価
を
す
る
。
ま
た
、
地
域
保
健
福
祉
計

画
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
の
策

定
や
子
ど
も
の
学
習
支
援
の
充
実
等
、
新

規
事
業
の
内
容
に
は
若
い
世
代
や
子
育
て

家
庭
が
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
や
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
へ
の
配
慮

の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

以
下
、
意
見
と
し
て
、
臼
ま
ち
づ
く
り
そ

の
も
の
を
市
民
と
と
も
に
考
え
る
た
め
、

各
政
策
に
お
い
て
情
報
公
開
と
市
民
参
加

を
よ
り
進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
渦
必

要
な
部
署
へ
の
適
切
な
人
員
配
置
等
に
よ

り
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
各
事
業

の
充
実
を
求
め
る
。
嘘
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
や
男
女
共
同
参
画
の
実
現
も
含

め
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
望
む
。
ま
た
、

子
ど
も
・
若
者
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
で

は
、
若
者
自
身
の
意
見
が
出
せ
る
場
を
設

け
反
映
す
る
よ
う
求
め
る
。
唄
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
一
般
会
計
施

策
で
の
地
域
づ
く
り
も
大
き
く
関
係
す
る
。

市
民
へ
の
情
報
発
信
と
情
報
提
供
、
対
話

の
場
を
求
め
る
。
欝
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
見
直
し
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
情

報
提
供
と
十
分
な
対
話
の
時
間
を
も
っ
て

市
民
意
見
を
反
映
し
、
参
加
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

以
上
を
申
し
添
え
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼
３

市
共
同
資
源
化
施
設
計
画
は
、
市
民
や
有

識
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
な
く
想
定
地
が

決
定
さ
れ
、
周
辺
住
民
の
強
い
反
対
で
約

　

年
計
画
が
進
ま
な
か
っ
た
。
市
民
が
計

１０画
の
策
定
に
参
加
で
き
な
け
れ
ば
、
参
加
、

協
働
と
は
言
え
な
い
。
渦
地
域
連
絡
会
を

４
年
間
で
４
地
域
に
つ
く
る
と
い
う
計
画

が
１
か
所
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
へ
の
検
証

が
必
要
で
あ
る
。
嘘
市
長
の
選
挙
公
約
に

あ
る
緑
債
の
発
行
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
検
討
が
さ
れ
た
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。

プ
チ
田
舎
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
に
緑
の
保

全
は
肝
で
あ
り
、
緑
債
発
行
の
検
討
の
場

を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
唄
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
建
設
の
是
非
を

検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
動

き
が
見
え
て
こ
な
い
。
関
係
者
も
含
め
市

民
協
働
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
い
た
ず

ら
に
先
送
り
す
べ
き
で
は
な
い
。
欝
都
市

計
画
道
路
の
整
備
は
そ
の
必
要
性
の
有
無

を
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
参

加
と
協
働
を
計
画
に
ど
う
入
れ
込
ん
で
い

く
か
、
住
民
投
票
の
教
訓
を
生
か
し
た
整

備
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
蔚
厳
し
い
財
政

状
況
を
見
据
え
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
実
現
す
る
具
体
的
な
施
策
が
見
え

て
こ
な
い
。
以
上
を
申
し
述
べ
、
反
対
討

論
と
す
る
。

平成28年度予算総額
（単位：千円、％）

伸び
率

２７年度
予算額

２８年度
予算額

３．２６０，１３９，０００６２，０４０，０００一 般 会 計

０．９２０，１４０，０００２０，３２０，０００国民健康
保険事業

特　

別　

会　

計

２．９３，８３７，０００３，９４７，０００後期高齢
者 医 療

５．７１１，９９５，０００１２，６７７，０００介護保険
事 業

２．５４，０１７，０００４，１１９，０００下 水 道
事 業

３．０１００，１２８，０００１０３，１０３，０００合　　計

上
し
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
４
千
７
百
万
円

３９

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
２
・
９
％
、

１
億
１
千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
等
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者
数
は

前
年
度
に
比
べ
、　

人
増
の
２
万
１

２００

千
５
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
７
千
７
百
万

２６

円
で
、前
年
度
予
算
に
比
べ
５・７
％
、

６
億
８
千
２
百
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
の
ほ
か
、
法
定
負

担
で
あ
る
国
庫
支
出
金
、
支
払
基
金

交
付
金
、
都
支
出
金
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
を
３
・
０
％
、

３
億
３
千
９
百
万
円
の
増
で
見
込
ん

だ
ほ
か
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
の
開
始
に
伴
う
介
護
予

防
給
付
の
一
部
移
行
な
ど
の
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
１
千
９
百
万
円

４１

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
２
・
５
％
、

１
億
２
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〈
歳
入
〉
前
年
度
に
比
べ
下
水
道
使

用
料
は
１
・
６
％
、
約
３
千
５
百
万

円
の
増
、
一
般
会
計
繰
入
金
は
０
・

７
％
、
１
千
万
円
の
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
浸
水
対
策
、
施
設
の
老
朽

化
対
策
、
地
震
対
策
等
を
中
心
と
し

た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
各
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
一
般
会
計
は
３
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
の
３
日
間
、
特
別
会
計
は
３

月
４
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
磯
山
亮
一

般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と
小
林
洋

子
特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
を
賛
成
多
数
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事

業
特
別
会
計
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。（
８
面
に
「
議
案
に
対
す

る
各
議
員
の
賛
否
」
を
掲
載
）

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
６
百　

億
４
千
万
円

２０

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
３
・
２
％
、

　

億
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１９事
務
事
業
の
見
直
し
や
行
財
政
再
構

築
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
事
業
費
を

捻
出
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
事
務

執
行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
必
要
な
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
の
う
ち
、
個
人
市
民

税
は
約
４
億
３
千
２
百
万
円
の
増
、

法
人
市
民
税
は
約
６
億
３
千
３
百
万

円
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

普
通
交
付
税
は
３
億
６
千
５
百
万
円

の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
民
間
保
育
園
の
運
営
費
の

増
や
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
の
皆
増
な
ど
に
よ
り
扶
助
費

が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
小
学
校
の

増
築
・
大
規
模
改
造
工
事
の
増
な
ど

に
よ
り
投
資
的
経
費
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
２
百
３
億
２
千
万
円

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
０
・
９
％
、

１
億
８
千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
１

人
当
た
り
の
医
療
費
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
に
比
べ

７
・
０
％
、
約
２
億
４
千
８
百
万
円

の
増
で
計
上
し
て
い
ま
す
。一
般
会
計

繰
入
金
を
前
年
度
に
比
べ
２
・
６
％
、

７
千
万
円
の
減
と
し
、
収
支
の
均
衡

を
図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
、
被
保
険

者
数
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

０
・
９
％
、
１
億
百
万
円
の
減
で
計

平
成　

年
度

２８
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